
会報『社協』は「赤い羽根共同募金」の助成金で作成しています

82号
令和６年10月１日

会 報

福島町社 協社 協社 協社 協

花壇整備をして老人クラブと福島小学校の
� 関係者で「ハイ・ポーズ！」

ともに支え合う、安心・安全・福祉のまちづくり
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令和５年度事業の状況
地域福祉増進のため福島町社会福祉協議会は主に次のような事業を実施しました。地域福祉増進のため福島町社会福祉協議会は主に次のような事業を実施しました。

【福祉振興事業】 【介護関連事業】

【福島町委託の福祉事業】

１．福祉関係団体助成事業
　�　福島町身体障害者福祉協会など町内福祉
関係団体の自主活動への支援を行いました。

２．ボランティア育成事業
　�　地域ボランティア団体の育成のため各種
ボランティア研修会への参加や団体の活動
助成金の支援を実施しました。

３．地域助け合い除排雪事業
　�　高齢者の生活を支援するため、町内会を
単位に高齢者の見守りを通じて冬期間の生
活の安全を図りました。１町内会の除排雪
の実施がありました。

４．安心サポート電話事業
　�　定期的に安否確認の電話を自動発信（令
和６年３月末現在登録者＝９世帯）し、相談
や体調不良等への緊急の対応は１件でした。

５．地域サロン事業
　�　３地区で36人の参加者と交流促進を図
りました。その他、13団体と次回以降に向
けた要望等の意見交換を行ったところです。

６．老人福祉事業
　�　老人クラブ連合会事務局業務支援、敬老
会記念品贈呈等

７．広報事業
　　年３回会報「社協」発行により情報提供

８．低所得者福祉事業
　　生活相談、生活福祉資金貸付等

１．訪問介護事業
　�　ヘルパーの訪問による予防給付の生活支
援（軽度者家事援助等）及び介護給付の生
活支援及び身体介護

２．訪問入浴介護事業
　�　入浴車による重介護者の訪問入浴

３．居宅介護支援事業
　　介護、生活相談、ケアプランの作成

４．移送サービス
　�　リフト車により、介護度が高い方や認知
症が重く、一人では公共の交通機関を利用
して病院受診できない方などの送迎（有料）

１．障がい者地域活動センター設置
　�　障がいを持つ方の交流と社会参加の支援
や創作活動の窓口設置

２．特別支援学級介助員派遣事業
　�　福島小・中学校に介助員を派遣し対象児
童の学校生活の支援を行いました。

３．安心生活創造事業
　�　個別訪問による高齢者の実態調査と、情
報の整理、支援台帳作成等の活動を継続し
ました。《対象者891名》

４．福島町福祉センター管理事業
　�　福祉センターの管理及び貸し館受付など
を行いました。

５．千軒地区デマンド型交通運行事業
　�　令和５年10月より千軒地区デマンド型
交通の実証運行業務を行いました。

　左の地域助け合い除排雪事業、安心サポート電
話事業も基本的には安心生活創造事業と一体的な
運用を行っています。
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令和５年度一般会計収支決算状況
（単位 : 円）

収入合計55,418,980円 － 支出合計 49,585,797円 ＝ 次期繰越 5,833,183 円

【収　入】 【支　出】

科　　 目 決　算　額 説　　 明

会 費 1,214,500
一般会費
1,521世帯×500円＝760,500円
賛助会費
99件454,000円

共 同 募 金
助 成 金 収 入 　  797,000 広報活動等として共

同募金委員会より

補 助 金 10,640,000
町からの法人運営補
助金（活動車２台更
新補助含）

受 託 料 19,741,650
町からの受託他
　安心生活創造事業
　福祉センター他

事 業 収 入 17,195,664
ホームヘルプサービ
スなど介護保険サー
ビス給付費他

寄 付 金 84,338 一般寄付
　個人３件、団体２件

雑 収 入 162,942 預金利子、貸付償還
金他

固定資産取得
積立金取崩収入 555,000 活動車２台更新

前年度繰越金 5,027,886
5,027,886

合　　計 55,418,980

科　　 目 決　算　額 説　　 明

事 務 局 費 10,117,660 職員人件費他
法人運営経費

事 業 費

102,849
地域福祉事業
　�福祉団体、児童福
祉、ボランティア
等の助成等

16,546,726
訪問介護事業
　�介助員人件費、車
両維持費

3,889,184 訪問入浴事業
　�介助員人件費他

4,518,047
居宅看護支援事業
　�介護支援専門員人
件費他

472,477
車両管理事業
　�移送サービス用リ
フト車及び、赤い
羽根号維持費

5,866,915
福祉センター管理事
業
　人件費他

4,857,247
安心生活創造事業
　�安心サポート電
話、除排雪事業費

858,692
千軒地区デマンド型
交通運行事業
　�運転手等人件費、
車両管理費他

諸 支 出 金

356,000 各種負担金他

1,000,000 財政調整基金積立

1,000,000 固定資産取得積立

合　　計 49,585,797
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令和６年度も、赤い羽根共 同募金にご協力をお願いいたします！

実施期間
10月1日～12月31日

令和５年度は皆様のご協力で募金総額1,093,197円となりました。ありがとうございました！
皆様の善意である募金は令和６年度に次のとおり活用されます。

渡島地方共同募金委員会の事務費等として、23,900円

福島町共同募金委員会の事務費として、100,297円
（赤い羽根募金の事務費、活動資材購入等)

⑤　移送サービス事業（リフト付車両の維持費）
　　　�歩けない方、車イス、寝たきりの方をリフト付車両で送迎する事業。

利用料金については、低料金で実施しています。
　　　※�利用料だけだと使用するリフト付車両の維持経費、燃料代で足りな

いので共同募金を活用しております。

⑥　福祉活動車運行事業
　　　�老人クラブ・身体障害者福祉協会・ボランティア団体等の会議、研修

会等の送迎等に利用しています。
　　　※車両の維持経費、燃料代に活用しております。

その他以下の事業で活用する予定です。

⑦　広報活動事業（社協会報等発行経費）
⑧　ボランティア育成助成金
⑨　福島町身体障害者福祉協会活動助成金

福島町共同募金委員会事務局
住所／福島町字三岳32－３　福島町社会福祉協議会内
電話／４７－２２８４
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令和６年度も、赤い羽根共 同募金にご協力をお願いいたします！

令和５年度は皆様のご協力で募金総額1,093,197円となりました。ありがとうございました！
皆様の善意である募金は令和６年度に次のとおり活用されます。

【道地域助成金】	 	 	 172,000円
北海道内の福祉関係施設等で福祉車両購入や、施設改修費、町内会
や団体への行事用テント等の助成費用として活用されます。

【市町村地域助成金】	 797,000円
※福島町社会福祉協議会に助成され、①～⑨の事業に活用されます。

①　敬老会記念品配布事業
　　　例年行われている敬老会で高齢者の方々へ差し
　　　上げる記念品の購入費として活用されます。
②　地域たすけあい除雪事業
　　　�高齢による身体虚弱や、病気の後遺症などにより身体に障害を持ち、

近くに身寄りが居ないなど除雪が困難な方に対し、降雪量の多い時な
どに実施している。除雪のボランティア保険や活動援助金として活用
されます。

③　児童福祉活動助成事業
　　　青少年健全育成を目的とするスポーツ大会等への助成
　　　として活用されます。（なわとび大会等）
④　安心サポート電話事業
　　　�この事業に登録されている方の自宅にパソコンのシステムにより、毎

週一定の時間に自動的に電話発信し、安否確認や困りごと相談の有無
を確認します。その結果、困りごと相談等がある場合は職員が訪問す
る事業の費用に活用されます。
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　社会福祉協議会は町の福祉向上のために町民の皆さまの会費負担
などにより運営しておりますが、行政が行う福祉施策に関する情報
提供や様々な相談活動のほか公益的な社会福祉法人として公平公正
な立場で介護保険適用の介護サービス等を提供しております。

◎介護サービスを利用したいけど手続きは？
◎どんな介護サービスを、どう利用したらいいの？、その費用は？

など、不明な点やお困りのことがあったとき

ケアマネージャーがご相談に対応し、各種サービス利用の調整等を行います。

社協の居宅介護支援事業
☎47－5080・47－2284

介護のことなら

社協が行う介護サービス社協が行う介護サービス

必要に応じて社協の介護サービスをご提供いたします

（ホームヘルプサービス） （訪問入浴サービス）
訪問介護事業 訪問入浴介護事業

①身体介護サービス
　�　排泄の介助や身体
　清拭着替えやおむつ
　交換 等
②生活援助サービス
　�　動作能力が低下した方や認知症の方

などの生活全般のお手伝いを致します。  

　何らかの理由により寝たきりになった
方や、動作能力が低下し自宅浴室で入浴
が困難となった方な
どもご本人の居室内
で安全に入浴してい
ただくことが出来ま
す。

※�資格を持ち、研修を受けたヘルパーが訪問いたし
ます。ご安心ください。

※�おおむね要介護３以上
が対象です。

　デイサービスやショートステイ、介護用品のレンタル、地域包括支援センター（町の保健師）
との連絡調整等も行います。
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老人クラブ連合会の環境美化事業（６月26～27日に実施）

ブルーベリーは目にイイね！

このあたりが食べごろかしら！

　福島町老人クラブ連合会では、８月19日に七飯
町の果樹園でブルーベリー狩り体験を行いました。
　当日は、快晴で残暑の中でしたが、10名が参加し、
食べごろになったブルーベリー狩りや買物などを楽
しんでいました。

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
参
加
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
参
加
し
て

��

仲
間
づ
く
り
と
地
域
貢
献
を

仲
間
づ
く
り
と
地
域
貢
献
を

吉岡温泉前で「穏内老友会」の皆さん 加藤商店前で「白符寿の会」の皆さん

福小前で児童に花植を教える「新生会・美杉会」の皆さん

　老人クラブ連合会では、吉岡温泉前、
白符・加藤商店前、福島小学校前の３か
所に、マリーゴールド、ペチュニア、サ
ルビアなど５種類の花を植える環境美化
事業を実施しました。
　各地域の老人クラブの皆さんが中心と
なって、約６百株の色とりどりの花を植
えました。
　福島小学校前では、３年生の子供たち
15人と一緒に汗を流していましたが、「水
やりも頑張るんだよ」など声掛けしなが
ら楽しく花壇整備をしたところです。
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さ
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！

さ
わ
や
か
サ
ロ
ン
開
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！

　

令
和
２
年
度
か
ら
町
委
託
事
業
と
し
て
、
地

域
懇
談
会
や
研
修
を
兼
ね
た
「
さ
わ
や
か
サ
ロ

ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
で
全
町
的

な
展
開
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
、
社
協
事
業
の
Ｐ
Ｒ
の
他
、
８
月

下
旬
に
函
館
市
で
「
モ
ル
ッ
ク
世
界
大
会
」
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、「
モ
ル
ッ
ク
体
験
」

を
企
画
し
、
５
月
30
日
か
ら
各
地
区
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、「
ワ
ク
ワ
ク
感
が
あ
っ
て
お
も

し
ろ
い
」 「
幅
広
い
年
代
で
プ
レ
ー
で
き
る
」 「
も

う
１
ゲ
ー
ム
や
ろ
う
！
」
な
ど
、
初
め
て
体
験

す
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

腰
痛
予
防
の
研
修
会

腰
痛
予
防
の
研
修
会

　

陽
光
園
、
ス
マ
イ
ル
、
社
協
で
構
成
し
て
い

る
福
島
町
福
祉
施
設
等
連
絡
協
議
会
で
は
、
介

護
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
、
最
初
の
研
修
会
は
、「
腰
痛
予
防
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
８
月
22
日
に
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

介
護
職
員
の
腰
痛
問
題
は
、
古
く
て
新
し
い

労
働
衛
生
上
の
課
題
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
函
館
市
内
の
医
療
機
関
の
理
学
療

法
士
を
講
師
に
33
名
が
参
加
し
、
腰
痛
予
防
に

効
果
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ
や
、
腰
痛
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
時
の
対
処
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

●
新
採
用

　
（
令
和
６
年
６
月
３
日
付
）
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務
員�

石
　
岡
　
明
　
美

社
協
の
人
事
異
動

月崎１・２地区のモルック体験（8/29)

腰痛予防のストレッチを行う参加者


